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で
作
っ
て
い
ま
し
た
ね
」と
振
り
返

る
小
松
。ラ
ジ
オ
製
作
雑
誌
が
相
次

い
で
創
刊
さ
れ
、受
信
機
を
製
作
す

る
少
年
も
少
な
く
な
か
っ
た
時
代
、

小
松
少
年
は
物
品
税
が
か
か
ら
な
い

ラ
ジ
オ
の
組
み
立
て
キ
ッ
ト
を
購
入

し
、完
成
さ
せ
た
ラ
ジ
オ
を
知
り
合

い
に
販
売
し
た
。今
も
理
念
に
掲
げ

る「
買
い
手
よ
し・
売
り
手
よ
し・
世

間
よ
し
の〝
三
方
よ
し
〞」。10
歳
代
半

ば
に
は
、技
術
者
に
加
え
、事
業
家
と

し
て
の
資
質
が
既
に
芽
生
え
て
い
た

よ
う
だ
。

ラ
ジ
オ
キ
ッ
ト
で
経
済
経
験

空
間
価
値
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
高
速
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
シ
ス
テ

ム
で
、「
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
最
高

賞
」や「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
優
秀

賞
」、科
学
技
術
庁
の「
注
目
発
明
選

定
証
」な
ど
の
受
賞
で
、社
会
性
の
高

い
事
業
が
大
き
く
評
価
さ
れ
て
き
た

小
松
電
機
産
業
。そ
の
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
は
、も
の
づ
く
り
が
好
き
な
一

人
の
少
年
の
挑
戦
だ
っ
た
。

「
中
学
生
の
頃
に
は
、ラ
ジ
オ
の
組

み
立
て
キ
ッ
ト
を
買
っ
て
き
て
自
分

小
松
電
機
産
業
事
業
者
の
資
質

1

長
期
的
な
時
流
を
読
み
、卓
越
し
た
着
眼
・
実
行
力
で
、ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
総
合
水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
パ
イ

オ
ニ
ア
「
や
く
も
水
神
」と
、高
速
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
「
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ　
ｇ
ａ
ｔ
ｅ
門
番
」と
い
う

二
つ
の
大
き
な
事
業
を
創
出
し
た
小
松
電
機
産
業
㈱
（
本
社
・
八
雲
町
、事
業
所
・
松
江
市
乃
木
福
富
町
、小
松

昭
夫
・
会
長
兼
社
長
）。二
つ
の
事
業
は
、社
会
の
ニ
ー
ズ
や
時
代
の
変
化
を
先
取
り
、市
民
の
日
常
生
活
や
経

済
活
動
を
支
え
て
き
た
。ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
旗
手
と
言
わ
れ
る
小
松
（
77
）が
、四
半
世
紀
に
わ
た
っ

て
推
し
進
め
て
き
た
の
が
、ド
ゥ
ー
＆
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
人
間
自
然
科
学
研
究
所
」の
平
和
事
業
だ
。「
和
譲
」

の
旗
を
掲
げ
、国
内
外
の
戦
争
・
平
和
祈
念
館
を
数
多
く
訪
問
し
、国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
は
30
回
を
超
え

る
。「
平
和
・
環
境
・
健
康
は
ひ
と
つ
」と
い
う
言
葉
は
、ラ
ジ
オ
放
送
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
を
通
し
て
世

界
各
地
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【 会社概要 】
小松電機産業㈱／松江市
創　　業　1973（昭和48）年
営業種目　 ソフトウェア開発事業 

通信システム開発運営事業 
電気機械器具製造業

資 本 金　1億円
代表取締役　小松昭夫
従業員数　100人
所 在 地　松江市乃木福富町735―188
電話番号　050―3161―2490

卒
業
生
中
で
ト
ッ
プ
評
価

家
庭
環
境
と
長
男
の
責
任
感
か

ら
、地
元
に
本
社
研
究
部
門
が
あ
り
、

全
国
展
開
し
て
い
る
農
機
メ
ー
カ
ー

に
就
職
す
る
こ
と
を
目
指
し
、松
江

工
業
高
校
機
械
科
に
進
学
し
た
。旧

八
雲
村（
現
松
江
市
八
雲
町
）の
実
家

か
ら
約
10
㌔
の
地
道
を
自
転
車
で

通
い
、担
任
の
先
生
の
親
戚
が
営
む

家
具
店
で
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド・
タ
ン
ス

の
設
計
、広
報
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
。

得
た
収
入
で
機
械
の
専
門
書
や
50
㏄

の
新
車
バ
イ
ク
の
頭
金
を
払
っ
て
購

小松昭夫社長
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入
。1
2
0
0
人
の
生
徒
で
、新
車
の

バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
た
の
は
小
松
た

だ
一
人
だ
っ
た
と
い
う
。

専
門
科
目
の
機
械
設
計
に
は
特

に
力
を
注
い
だ
。ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ

ョ
ン
に
興
味
が
湧
い
た
小
松
は
高
校

3
年
生
の
時
、全
国
の
耕
運
機
メ
ー

カ
ー
約
20
社
に
卒
業
論
文
の
た
め
の

資
料
送
付
を
は
が
き
で
依
頼
し
た
。

す
る
と
熱
意
あ
る
学
生
の
頼
み
に
多

く
の
メ
ー
カ
ー
が
応
え
て
く
れ
た
。

想
像
を
超
え
る
資
料
を
元
に
小
松

は
、日
本
の
耕
運
機
の
発
展
の
経
緯

と
現
状
、将
来
の
展
望
を
論
文
に
ま

で
、2
年
間
社
長
側
近
と
し
て
働
き
、

事
業
の
醍
醐
味
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

「
い
ろ
ん
な
見
本
市
を
回
り
、見
識

を
深
め
ま
し
た
。人
の
話
を
よ
く
聴

い
て
、相
手
の
期
待
値
を
探
り
、そ
れ

を
越
え
る
提
案
力
が
あ
れ
ば
、小
さ

な
会
社
で
も
大
手
と
互
角
に
戦
え
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」

73（
同
48
）年
、故
郷
に
戻
り
、電
気

と
経
理
の
基
礎
知
識
を
学
ん
だ
弟
と

起
業
。二
人
の
失
業
保
険
30
万
円
を

元
手
に
、工
具
と
中
古
小
型
ト
ラ
ッ

ク
を
購
入
し
、自
分
た
ち
で
改
造
し

た
実
家
の
納
屋
で
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。手
元
に
残
っ
た
現
金
は
わ
ず
か

10
万
円
だ
っ
た
。

（
文
中
敬
称
略
）

―
次
号
に
続
く
―

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー・門
脇
奈
津
子
）

し
た
。

し
か
し
、他
社
に
追
従
す

る
文
化
の
会
社
は
1
9
7
1

（
昭
和
46
）年
、農
具・
農
機・

農
業
機
械・
精
密
機
械
へ
と

急
速
に
変
容
す
る
ト
レ
ン

ド
に
乗
れ
ず
、経
営
破
綻
。

若
く
し
て
業
界
全
体
を
本

質
的
な
視
点
か
ら
グ
ロ
ー

バ
ル
に
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
小
松
は
、会
社
に
何
度

も
改
善
策
を
進
言
し
た
が
耳
を
貸

し
て
く
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い

う
。「
地
域・
会
社
の
文
化
が
破
綻
の

原
因
」。若
い
時
の
会
社
倒
産
の
経
験

は
、の
ち
の
会
社
経
営
に
大
き
く
役

立
つ
教
訓
と
な
っ
た
。

小
松
は
26
歳
の
時
、休
暇
を
取
っ

て
安
来
市
の
清
水
寺
で
1
カ
月
、座

禅
に
入
っ
た
。そ
の
後
、事
業
家
を
目

指
し
退
職
。事
業
を
学
ぶ
た
め
大
阪

の
小
さ
な
機
械
設
計
事
務
所
に
半
年

間
の
契
約
で
入
社
、プ
ラ
ン
ト
設
計

の
難
し
さ
を
実
感
し
た
。次
に
、設
備

用
水
中
ポ
ン
プ
販
売
や
、大
型
フ
ェ

リ
ー
の
稼
働
式
稼
働
橋
の
提
案
、設

計
、製
造
、納
入
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

総
合
的
に
行
う
社
員
15
人
の
商
社

と
め
、全
卒
業
生
中
ト
ッ
プ
の
評
価

を
得
た
。

新
人
な
が
ら
研
究
所
配
属

他
社
情
報
に
圧
倒
的
に
詳
し
い

弱
冠
18
歳
の
新
人
小
松
は
、大
手
総

合
農
機
具
メ
ー
カ
ー
で
、地
元
唯
一

の
1
部
上
場
会
社「
佐
藤
造
機
」（
現

三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
農
機
）に
入
社
、主

力
商
品
で
あ
っ
た
耕
運
機
の
開
発・

設
計
部
門
に
配
属
さ

れ
、ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
性
能
改
善
に
注
力

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
興
味

耕
運
機
の
将
来
展
望
を
卒
論
に

「
平
和・
環
境・
健
康
は
ひ
と
つ　
神
有
月
日
本
語

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
座
談
会
」の
様
子
＝
2
0
2
1
年
11
月

豊洲市場に納入されている高速シートシャッター「門番」

佐藤造機研究所勤務時代の小松昭夫社長（左から2人目）＝1966（昭和41）年

松
江
工
業
高
校
時
代
の
小
松
昭
夫
社
長
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雲
村（
現
松
江
市
八
雲
町
）に
帰
郷
、

小
松
電
機
産
業
㈱（
松
江
市
乃
木
福

富
町
、小
松・会
長
兼
社
長
）の
前
身
、

小
松
産
業
を
立
ち
上
げ
た
。

納
屋
を
自
ら
改
造
し
起
業

ベ
ニ
ヤ
板
や
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
を

買
っ
て
き
て
、自
宅
の
庭
先
に
あ
っ

た
納
屋
を
自
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
作

業
場
が
、〝
本
社
〞。電
機
と
経
理
の
基

礎
を
学
ん
だ
実
弟
と
2
人
だ
け
で
の

出
発
だ
っ
た
。開
業
時
の
運
転
資
金

は
わ
ず
か
10
万
円
。そ
こ
で
元
手
が

か
か
ら
な
い
ポ
ン
プ
修
理
業
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。

近
郊
を
訪
ね
歩
き
、井
戸・
農
業・

土
木・汚
水
ポ
ン
プ
の
修
理
を
受
注
。

さ
ら
に
地
元
企
業
の
制
御
盤
組
立
や

配
分
電
盤
製
作
な
ど
を
請
け
負
い
、

取
引
先
の
確
保
と
資
金
の
蓄
積
を
重

ね
て
い
っ
た
。下
水
用
ポ
ン
プ
な
ど

人
が
嫌
が
る
よ
う
な
仕
事
も
積
極
的

に
受
け
る
こ
と
で
顧
客
が
増
え
、仕

入
れ
先
と
の
関
係
も
構
築
。腕
の
良

少
年
時
代
か
ら
も
の
づ
く
り
に

興
味
を
覚
え
、中
高
生
の
時
に
は
技

術
者
と
事
業
家
の
両
方
の
資
質
を
身

に
付
け
て
い
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
の
旗
手
、小
松
昭
夫（
77
）。8
年
間

の
農
機
具
メ
ー
カ
ー
で
の
勤
務
を
経

て
、大
阪
で
設
計
や
経
営
の
実
践
的

な
基
礎
を
学
ん
だ
小
松
は
1
9
7
3

（
昭
和
48
）年
2
月
、故
郷・島
根
県
八

小
松
電
機
産
業

新
事
業
へ
の
挑
戦

2

さ
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
ポ

ン
プ
の
販
売
を
始
め
、さ
ら
に
は
ポ

ン
プ
に
関
連
し
た
自
動
制
御
盤
の
製

作
に
も
挑
ん
だ
。

創
業
か
ら
数
年
後
に
は
、松
江
松

下
電
器（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ッ
ク
デ
バ
イ
ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
）生
産
設
備
の
自
動
制
御
装
置
、

郊
外
型
ス
ー
パ
ー
の
出
現
で
需
要
が

高
ま
っ
た
冷
凍・冷
蔵
庫
の
自
動
制
御

盤
な
ど
を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

経
営・
管
理・
技
術
の
基
礎
を
固

め
、社
員
を
増
や
し
た
小
松
が
、次

小松昭夫会長兼社長
龍谷大学教授2名を招き「対立から共生の文化へシンポジウム」開催

【 会社概要 】
所 在 地　松江市乃木福富町735―188
営業種目　ソフトウェア開発事業
　　　　　通信システム開発運営事業
　　　　　電気機械器具製造業
代表取締役　小松昭夫
従業員数　100人
電話番号　050―3161―2490創業1年後の納屋を改造した小松産業本社前にて。

前列左が小松会長兼社長＝1974年ごろ

夕方、宍道湖畔２地蔵前にて「全国世界水の偉人172人覚醒顕彰祭」
（2019年6月8日開催）
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に
模
索
し
た
の
は
、下
請
け
企
業
か

ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ー
カ
ー
へ
の
飛
躍

だ
っ
た
。

80（
同
55
）年
、小
松
と
ゆ
か
り

の
深
い
三
菱
農
機
か
ら
、後
の
大

ヒ
ッ
ト
事
業
に
つ
な
が
る
カ
ー
テ
ン

シ
ャ
ッ
タ
ー
製
作
の
依
頼
を
受
け

た
。車
両
が
通
過
す
る
際
に
す
ば
や

く
開
閉
す
る
仕
組
み
で
、防
寒
の
た

め
工
場
の
出
入
り
口
に
据
え
付
け
た

い
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

配
電
盤
の
受
注
生
産
に
追
わ
れ
て

い
た
小
松
は
当
初
、開
発
に
携
わ
る

余
裕
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
依
頼
を

断
っ
て
い
た
。し
か
し
、技
術
力
を
見

込
ん
だ
度
重
な
る
要
請
に
応
じ
ざ
る

を
得
ず
、翌
81（
同
56
）年
に
開
発
に

着
手
し
た
。

そ
ん
な
中
、小
松
は

究
極
の
試
練
に
見
舞

わ
れ
た
。安
価
で
、ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の

低
い
自
社
の
水
道
計

装
装
置
の
需
要
が
急

増
し
、大
手
電
機
メ
ー

カ
ー
や
地
元
電
気
工

事
業
界
の
や
っ
か
み

を
買
っ
た
の
だ
。政
財

界
の
既
得
権
益
団
体

と
真
っ
向
か
ら
ぶ
つ
か

初
代
委
員
長
に
就
任
し
た
小
松
は
、

構
造・
安
全・
保
守
基
準
の
作
成
、業

界
初
の
エ
コ
マ
ー
ク
の
取
得
を
通
じ

て
、国
内
の
ラ
イ
バ
ル
各
社
に
も
技

術
を
公
開
。欧
米
メ
ー
カ
ー
か
ら
も

積
極
的
な
技
術
資
本
提
携
の
誘
い

を
受
け
、世
界
的
な
交
流
を
深
め
て

い
っ
た
。小
松
は
、「
買
い
手
よ
し・売

り
手
よ
し・世
間
よ
し
の〝
三
方
よ
し　

先
義
後
利
〞で
す
よ
」と
笑
う
。

「
門
番
」シ
リ
ー
ズ
は
、そ
の
後
さ

ら
な
る
進
化
を
遂
げ
、東
京・豊
洲
市

場
を
は
じ
め
、各
地
で
需
要
が
拡
大

し
て
い
る
。

そ
し
て
小
松
電
機
産
業
は
、次
な

る
革
新
的
新
事
業
を
世
に
送
り
出

す
。松
江
生
ま
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
言
語「
Ｒ
ｕ
ｂ
ｙ
」で
構
築
さ
れ

た
、社
会
イ
ン
フ
ラ・ク
ラ
ウ
ド
の
先

駆
け
、水
の
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム「
や

く
も
水
神
」だ
。

（
文
中
敬
称
略
）

│
次
号
に
続
く
│

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー・門
脇
奈
津
子
）

を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
て
い
っ
た
。

現
在
の
原
型
を
開
発
し
た
後
は
、当

時
と
し
て
珍
し
い
ビ
デ
オ
カ
タ
ロ
グ

を
製
作
。東
京
、大
阪
の
展
示
会
に
出

展
、本
格
的
な
全
国
販
売
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

稼
働
し
な
く
な
っ
た
配
電
盤
ケ
ー

ス
の
板
金
設
備
を
転
用
す
る
こ
と
で

新
た
な
設
備
投
資
を
す
る
こ
と
な

く「
門
番
」の
量
産
を
実
現
。ま
さ
に
、

「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」を
現
実
化

し
た
。

強
い
冬
の
季
節
風
が
吹
く
山
陰

地
域
特
有
の
悩
み
を
解
決
す
る
こ
と

か
ら
誕
生
し
た「
門
番
」。冷
暖
房
、防

塵
、防
風
効
果
が
高
ま
る
こ
と
な
ど

が
劇
的
に
評
価
さ
れ
、中
央
会
推
薦

で
、91（
平
成
3
）年
に
は
中
小
企
業

研
究
セ
ン
タ
ー
賞
、ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

大
賞
を
受
賞
し
た
。い
ず
れ
も
製
品

の
優
秀
さ
だ
け
で
な
く
、社
会
問
題

の
解
決
を
先
取
り
し
た
新
し
い
事
業

モ
デ
ル
が
評
価
さ
れ
る
権
威
あ
る
賞

で
、こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、全
国
水
準

で
特
出
し
た
会
社
と
認
知
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

三
方
よ
し
精
神
で
技
術
公
開

ダ
ブ
ル
受
賞
の
前
の
90（
同
2
）年
、

韓
国
企
業
と
業
務
提
携
。冬
は
氷
点

下
10
度
以
下
、夏
は
40
度
近
く
に
も

な
る
韓
国
か
ら
は
、発
売
当
初
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
相
次
い
で
い
た
。

翌
91（
同
3
）年
に
は
、株
式
上
場

に
近
い
位
置
に
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、韓
国
へ
の
技
術
無
償
提
供
を
発

表
、周
囲
を
驚
か
せ
た
。そ
の
後
、社

団
法
人
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー・
ド
ア
協

会
、シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
委
員
会
の

り
、配
電
盤
の
引
き
合
い
や
受
注
が

激
減
。倒
産
の
う
わ
さ
が
流
れ
、社
員

の
6
割
が
会
社
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
に

こ
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
す
べ

く
、三
菱
農
機
の
依
頼
で
製
作
し
て

い
た
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
基
に
、現

地
組
み
立
て
方
式
で
短
期
間
で
の
製

品
化
を
実
現
。85（
同
60
）年
に
は
、折

り
畳
み
式
初
代
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー

「
門
番
」を
全
国
発
売
し
た
。そ
の
後
、

巻
取
り
式
に
し
た
り
、ド
イ
ツ
製
サ

イ
ク
ロ
ン
減
速
機
を
内
装
し
た
モ
ー

タ
ー
に
変
え
た
り
す
る
な
ど
、短
期

間
で
安
全
性
、耐
久
性
、省
エ
ネ
効
果

シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー「
門
番
」開
発

改
良
重
ね
全
国
ヒ
ッ
ト
の
製
品
に

長島克己村長（当時）を招いて折り畳み式シートシャッター
「門番」発表会（八雲村本社にて）＝1985年10月

1991年ニュービジネス大賞受賞
ニュービジネス協議会2代目会長の関本忠弘氏（日本電気
株式会社社長）から表彰を受ける小松昭夫会長兼社長（右）

屋上全面に太陽光発電を備えた松江工場
歴代「門番」が展示されている「happy gate 門番」
板金無人製造ライン
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88（
同
63
）年
に
は
、公
衆
電
話
回

線
を
使
用
し
た
監
視
シ
ス
テ
ム
を

島
根
県
平
田
市（
現
出
雲
市
平
田
地

区
）、さ
ら
に
、滋
賀
県
び
わ
町
、島
根

県
八
束
町（
現
松
江
市
八
束
町
）の
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
へ
納
入
、実

績
を
積
み
重
ね
て
い
っ
た
。

92（
平
成
4
）年
、広
域
に
分
散
し

て
い
る
下
水
処
理
施
設・マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
を
通
信
回
線
で
結
ん
だ
遠

隔
制
御
監
視
シ
ス
テ
ム「
や
く
も
水

神
Ｃ
Ａ
Ｎ
」を
発
表
し
た
。

現
場
に
行
か
な
け
れ
ば
実
態
が
つ

か
め
な
か
っ
た
廃
水
デ
ー
タ
を
、一
般

電
話
回
線
で
つ
な
ぎ
、遠
隔
監
視・管

理
で
き
る
と
い
う
画
期
的
な
シ
ス
テ

ム
だ
っ
た
。宍
道
湖
の
水
質
悪
化
と

中
海
淡
水
化
干
拓
事
業
と
の
関
係
性

に
、特
別
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
小

松（
77
）だ
か
ら
こ
そ
生
み
出
せ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

注
目
発
明
選
定
証
を
受
証

94（
同
6
）年
に
は
脱
リ
ン
、脱

作
業
場
に
改
修
し
た
納
屋
で
起

業
し
た
小
松
電
機
産
業
㈱（
松
江
市

乃
木
福
富
町
、小
松
昭
夫・
会
長
兼

社
長
）は
、高
速
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー

「
門
番
」シ
リ
ー
ズ
の
開
発・
製
造
販

売
で
、オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ー
カ
ー
と
し

て
飛
躍
的
に
成
長
を
遂
げ
た
。さ
ら

な
る
転
機
と
な
っ
た
の
が
、同
社
の

原
点「
水
」に
関
連
す
る
商
品
の
開
発

だ
っ
た
。同
社
は
、ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る

水
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
事
業
と
、全
国

の
治
水
偉
人
顕
彰
事
業
を
、平
和
の

事
業
化
の
入
り
口
と
位
置
づ
け
、力

を
注
い
で
い
る
。

電
話
専
用
線
の
遠
方
監
視

下
水
用
ポ
ン
プ
の
修
理
か
ら
始

ま
っ
た
小
松
電
機
産
業
。の
ち
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
名
を
は

せ
る
水
管
理
シ
ス
テ
ム「
や
く
も
水

神
」に
つ
な
が
る
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
は

1
9
7
7（
昭
和
52
）年
、電
電
公
社
専

用
線
に
よ
る
遠
方
監
視
装
置
の
開
発

だ
っ
た
。

小
松
電
機
産
業

や
く
も
水
神

3

窒
素
が
特
徴
の「
ニ
ュ
ー
や
く
も
水

神
」、翌
年
に
は
水
シ
ス
テ
ム
の
進

歩・
進
化
を
促
す「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
水

神
」を
発
表
。こ
の
年
に
は
、科
学
技

術
庁
第
54
回
注
目
発
明
選
定
証
を
受

証
し
た
。

2
0
0
0（
同
12
）年
か
ら
は
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
の
ｉ
モ
ー
ド
、ド
ゥ
ー
パ

（
閉
域
）網
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
組

み
合
わ
せ
た
新
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。

10（
同
22
）年
に
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
ゼ
ン
リ
ン
地
図
か
ら
グ
ー
グ
ル

マ
ッ
プ
に
変
え
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

クラウド型リアルタイム表示で令和2年度中国地方発明表彰「中国経済産業局長賞」を受賞。中央が小松昭夫会長兼社長
＝2020年10月

【 会社概要 】
所 在 地　松江市乃木福富町735―188
営業種目　ソフトウェア開発事業
　　　　　通信システム開発運営事業
　　　　　電気機械器具製造業
代表取締役　小松昭夫
従業員数　100人
電話番号　050―3161―2490

やくも水神を紹介する小松昭夫会長兼社長（右端）
＝松江市乃木福富町、小松電機産業
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や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
遠
隔
操
作
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
。性
能
が
飛
躍
的
に

向
上
し
、急
速
に
全
国
に
普
及
し
て

い
っ
た
。

「
水
の
行
政
は
縦
割
り
。し
か
し

40
㌢
ほ
ど
上
が
り
、洪
水
被
害
を
受

け
に
く
く
な
っ
た
。内
蔵
電
池
を
備

え
、停
電
時
も
標
準
24
時
間（
最
長
7

日
間
）稼
働
で
き
る
よ
う
に
し
た
。各

種
メ
ー
カ
ー
の
制
御
盤
で
も
短
時
間

で
ク
ラ
ウ
ド
管
理
に
移
行
で
き
る
こ

と
も
、注
目
を
集
め
て
い
る
。

「
や
く
も
水
神
」事
業
を
通
じ
て
、

平
和
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
の
一

翼
を
担
う
と
語
る
小
松
。「
や
く
も
水

神
」「
門
番
」と
い
う
二
つ
の
大
き
な

事
業
に
加
え
、同
社
が
力
を
注
い
で

き
た
も
う
一
つ
の
欠
か
せ
な
い
柱
が
、

「
ド
ゥ
ー
＆
シ
ン
ク
タ
ン
ク
人
間
自

然
科
学
研
究
所
」だ
。1
9
9
4（
同

6
）年
の
設
立
以
来
、「
平
和・
環
境・

健
康
は
ひ
と
つ
」を
世
界
へ
発
信
、恒

久
平
和
モ
デ
ル
創
出
を
目
指
し
て
い

る
。「
水
は
平
和
の
源
」の
念お

も

い
に
根

付
く
活
動
の
発
端
に
は
、若
き
日
の

小
松
の
あ
る
経
験
が
あ
っ
た
。

（
文
中
敬
称
略
）

│
次
号
に
続
く
│

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー・門
脇
奈
津
子
）

オ
ー
バ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
提
供
は
、他
社
に
な
い

コ
ン
セ
プ
ト
で
す
」と
小
松

は
語
る
。

「
当
初
周
囲
か
ら
、『
官
公

庁
の
仕
事
の
全
国
展
開
な

ん
て
あ
り
え
な
い
』と
異
口

同
音
に
言
わ
れ
ま
し
た
。し

か
し
、『
天
の
時
、地
の
利
、人

の
和
』を
念
頭
に
、現
実
化

し
て
い
く
の
が
事
業
家
な
の
で
す
。

世
界
同
時
に
ク
ラ
ウ
ド
の
時
代
を
迎

え
る
中
、社
会
に
と
っ
て
意
義
あ
る

サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
続
け
な
け
れ

ば
、個
人
や
会
社
だ
け
で
な
く
、自
治

体
や
国
家
も
持
続
で
き
な
く
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
」。時
代
を
見
据
え
た

事
業
へ
の
評
価
は
高
く
、一
昨
年
は
、

「
や
く
も
水
神
」の
ク
ラ
ウ
ド
型
リ
ア

ル
タ
イ
ム
表
示
が
公
益
社
団
法
人
発

明
協
会
の
中
国
地
方
発
明
表
彰
で
中

国
経
済
産
業
局
長
賞
を
受
賞
し
た
。

「
水
は
平
和
の
源
」の
念
い

「
や
く
も
水
神
」ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
は
現
在
、北
海
道
か
ら
沖
縄
ま

で
全
国
の
自
治
体
3
割
弱
に
当
た
る

4
8
7
自
治
体
1
万
5
2
0
0
を
超

え
る
施
設
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。現
場

の
巡
回
を
極
端
に
減
ら
し
、少
人
数

で
も
管
理
可
能
な
シ
ス
テ
ム
は
、小
規

模
の
自
然
環
境
が
厳
し
い
自
治
体
で

特
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

ま
た
、ポ
ン
プ
制
御
通
報
装
置
を

遠
方
操
作
管
理
シ
ス
テ
ム
に
進
化
さ

せ
、部
品
点
数
を
5
分
の
1
に
縮
小

し
て
ユ
ニ
ッ
ト
化
。水
没
レ
ベ
ル
が

『
や
く
も
水
神
』は
、一
つ
の
ス
マ
ホ
や

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
上
下
水
道
か
ら
農
業・

産
業
用
水
、水
門
、消
雪
な
ど
ま
で

ト
ー
タ
ル
で
管
理
で
き
ま
す
。天
気

予
報
を
組
み
合
わ
せ
た
広
域
ク
ロ
ス

水
の
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
を
開
発

全
国
自
治
体
で
実
績
積
み
重
ね
る

浜田市では「やくも水神Ｇシリーズ」を使い、上水道・
簡易水道・工業用水182施設を一元管理している

継体天皇ゆかりの3000億円をかけた福井県九頭竜川・日野川・足羽川
流域国営・県営パイプラインに「やくも水神」採用

4か所の発電所を設けた国内最大直径3ｍの送水管

ク
ラ
ウ
ド
の
先
駆
け
水
の
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム「
や
く
も
水
神
」

やくも水神について発表する小松電機産業の担当者
＝2010年6月



SAN-IN
BUSINESS  STORY

事業事業
物語物語

2022.1.25　山陰経済ウイークリー 20

も
夜
10
時
ま
で
に
は
ホ
テ
ル
に
帰
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。小
松
ら

が
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
込
む
と
、酔
っ

た
韓
国
人
が
後
か
ら
助
手
席
に
入
り

込
ん
だ
。現
地
は
タ
ク
シ
ー
不
足
で
、

〝
相
乗
り
〞は
当
た
り
前
。し
か
し
そ

の
韓
国
人
は
、小
松
が
日
本
人
だ
と

分
か
る
と
韓
国
語
で
何
か
を
叫
び
続

時
代
を
先
取
り
、高
速
シ
ー
ト
シ

ャ
ッ
タ
ー
「
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ　
ｇ
ａ
ｔ
ｅ

門
番
」、総
合
水
管
理「
や
く
も
水
神
」

と
い
う
二
つ
の
大
事
業
を
創
出
、シ

ス
テ
ム
化
し
て
き
た
小
松
電
機
産
業

㈱（
松
江
市
乃
木
福
富
町
、小
松
昭

夫・
会
長
兼
社
長
）。同
社
の
進
め
る

事
業
は
、人
々
の
暮
ら
し
の
質
を
向

上
す
る
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
か
っ

た
。1
9
9
4（
平
成
6
）年
、ド
ゥ
ー

＆
シ
ン
ク
タ
ン
ク「
人
間
自
然
科
学

研
究
所
」を
設
立
、世
界
を
舞
台
に
平

和
事
業
を
展
開
。人
類
史・世
界
視
野

で
現
状
を
見
つ
め
、共
感
の
場
を
生

み
出
し
、対
立
か
ら
統
合・発
展
に
進

め
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
重
ね

て
い
る
。

韓
国
旅
行
の
経
験
が
契
機

小
松（
77
）に
、強
い
平
和
へ
の
念お
も

い
と
行
動
力
が
生
ま
れ
た
き
っ
か
け

は
、30
歳
の
時
、電
機
業
界
の
旅
行
で

初
め
て
の
海
外
、韓
国
を
訪
れ
た
時

の
出
来
事
だ
っ
た
。当
時
の
韓
国
は

戒
厳
令
が
敷
か
れ
て
い
て
、観
光
客

小
松
電
機
産
業
人
間
自
然
科
学
研
究
所

4

け
た
。「
突
き
落
と
せ
」と
叫
ん
で
い
た

と
知
っ
た
の
は
、彼
が
降
車
し
た
後
の

こ
と
だ
。言
葉
の
裏
に
は
強
い
反
日

感
情
が
あ
っ
た
。「
こ
の
事
件
以
来
、歴

史
を
学
ぶ
こ
と
の
重
要
さ
を
痛
感
し

た
の
で
す
」と
小
松
は
振
り
返
る
。

独
立
記
念
館
に
献
花
・
寄
付

そ
れ
か
ら
数
年
を
経
た
中
国
、韓

国
で
は
、愛
国
主
義
教
育
へ
の
傾
倒

が
目
立
ち
始
め
、抗
日
記
念
館
の
建

設
が
相
次
い
だ
。き
っ
か
け
は
、日
本

で
起
こ
っ
た
第
一
次
教
科
書
問
題
だ

っ
た
。「
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
け
ば
、

日
本
は
、人
物・人
財
が
育
た
な
い
国

に
な
り
、組
織
や
国
家
が
内
部
崩
壊

し
て
い
く
。メ
デ
ィ
ア
と
学
校
教
育

で
近
現
代
史
を
教
え
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
が
根
本
原
因
」。そ
う
確
信
し
た

2013年、オランダ・ハーグ「平和宮」の建立100周年記念祭でカーネギー、ノーベル、
ロックフェラー、ビルゲイツ、趙永植、中野信夫氏らと共に「100年間の世界平和事業
家20人」に選ばれる

【 会社概要 】
所 在 地　松江市乃木福富町735―188
営業種目　ソフトウェア開発事業
　　　　　通信システム開発運営事業
　　　　　電気機械器具製造業
代表取締役　小松昭夫
従業員数　100人
電話番号　050―3161―2490

（左）2013年、「平和宮100周年」式典前夜祭にカーネギー曾孫とともに参加。
（右）2014年、ズットナー女史没後100周年記念で、銅像作者の国際弁護士・芸術家
ロレマ女史。6ヶ月間ズットナー像をウィーン平和記念館に貸出。広島・長崎・板門
店・ウィーン・ハーグ5カ所同時建立を目指す

1999年、竹島（韓国名・独島）
に地球共生・縁結び女性像建
立を提言

2002年、中海・日本海名称入
れ替えを提唱

人間自然科学研究所の
マークはユーラシア大
陸から見た日本列島、星
は竹島
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小
松
は
、社
員
や
取
引
先
ら
と
訪
問

団
を
結
成
し
、各
地
の
平
和
祈
念
館

を
訪
問
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。97（
同

9
）年
に
は
、日
本
人
と
し
て
初
め

て
、韓
国
の
独
立
記
念
館
に
献
花
、寄

付
。2
0
0
1（
同
13
）年
に
は
、中
国

人
民
抗
日
戦
争
記
念
館
、そ
の
翌
年

に
は
、台
児
荘
大
戦
記
念
館
を
訪
問
、

同
様
に
献
花
、寄
付
を
行
っ
た
。

東
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
、ア
メ
リ

カ
の
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
、ポ
ー
ラ
ン

ド
の
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容

カ
所
同
時
建
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進

行
中
だ
。

「
門
番
」と「
や
く
も
水
神
」と
い
う

大
き
な
二
つ
の
事
業
を
興
し
た
小
松

電
機
産
業
。三
つ
目
の
事
業
と
し
て
力

を
注
い
で
き
た
平
和
の
事
業
化
に
向

け
た
活
動
も
、国
内
外
の
大
学
や
戦

争
記
念
館
、ラ
ジ
オ
と
連
携
し
つ
つ
、

各
地
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。今
年
2
月

22
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、新

構
想「
国
民
国
連
」を
提
言
予
定
だ
。

「
多
発
す
る
自
然
災
害
に
、人
為
災

害
、コ
ロ
ナ
禍
が
重
な
り
、宗
教・
経

済・
政
治
の
三
つ
の
関
係
性
で
創
っ

て
き
た
人
類
社
会
を
根
本
的
に
見
直

さ
な
け
れ
ば
、未
来
が
拓
け
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
。正
義
か
ら
道
理
へ

歩
い
た
後
に
道
が
で
き
る
。今
争
っ

て
い
る
時
間
は
な
い
」。き
っ
ぱ
り
と

言
い
切
っ
た
小
松
。そ
の
念
い
は
、さ

ら
に
先
を
見
据
え
て
い
る
。

（
文
中
敬
称
略
）

│
お
わ
り
│

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー・門
脇
奈
津
子
）

「
世
界
の
20
人
」の
一
人
に

人
間
自
然
科
学
研
究
所
は
、世
界

各
地
の
戦
争
記
念
館
へ
の
訪
問
だ
け

で
な
く
、長
年
に
渡
り
、平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
。さ
ら
に
、江
戸
時
代
中

期
、現
在
の
松
江
市
八
雲
町
で
、水
害

か
ら
村
人
を
守
る
た
め
、意
宇
川
の

開
削
を
し
た
周
藤
彌
兵
衛
や
、出
雲

平
野
西
部
で
開
拓
と
治
水
に
取
り
組

ん
だ
大
梶
七
兵
衛
ら
、水
に
関
す
る

世
界
の
偉
人
を
顕
彰
す
る
活
動
も
行

っ
て
き
た
。

四
半
世
紀
に
及
ぶ
一
貫
し
た
活
動

は
国
際
的
に
も
注
目
さ
れ
、13（
同

25
）年
、オ
ラ
ン
ダ・ハ
ー
グ
に
あ
る

「
平
和
宮・
国
際
司
法
裁
判
所
」の
建

立
1
0
0
周
年
記
念
祭
で「
1
0
0
年

間
の
世
界
平
和
事
業
家
20
人
」の
一

人
に
選
ば
れ
た
。

翌
年
に
は
、女
性
で
初
め
て
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
平
和
活
動
家
ベ
ル
タ・フ
ォ

ン・ズ
ッ
ト
ナ
ー
の
没
後
1
0
0
年
を

記
念
し
て
創
ら
れ
た「
ズ
ッ
ト
ナ
ー

賞
」受
賞
。19（
令
和
元
）年
に
は
、「
ア

ジ
ア
は
ひ
と
つ
」を
提
唱
し
た
岡
倉

天
心
に
由
来
す
る「
岡
倉
天
心
国
際

賞
」も
受
賞
し
た
。

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、国
内
外

を
つ
な
い
で
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、平
和・
環
境・
健
康

へ
の
関
心
を
広
め
、次
の
時
代
を
拓ひ
ら

く
準
備
を
続
け
て
い
る
。ズ
ッ
ト
ナ

ー
女
史
と
、近
代
上
下
水
道
の
父
、

Ｗ・Ｋ・バ
ル
ト
ン
氏
の
銅
像
世
界
10

所
な
ど
、戦
争
の
痕
跡
が
残
る
世
界

各
地
に
足
を
運
ん
で
い
っ
た
。「
終
戦

時
、私
は
2
歳
だ
っ
た
の
で
、戦
前・

戦
中
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

戦
後
責
任
が
あ
り
ま
す
。な
ぜ
戦
争

が
起
き
た
の
か
。自
分
が
人
間
だ
と

い
う
認
識
が
あ
れ
ば
、時
代
の
背
景

や
プ
ロ
セ
ス
を
よ
く
研
究
し
、さ
ま

ざ
ま
な
対
立
を
生
か
し
統
合
、新
し

い
未
来
を
創
る
義
務
と
責
任
が
あ
る

と
考
え
た
の
で
す
」。小
松
の
口
調
が

強
く
、熱
く
な
っ
た
。

戦
後
責
任
果
た
す
未
来
づ
く
り

事
業
を
通
じ
て
世
界
で
平
和
活
動

（左）1997年、韓国・天安市の独立記念館に日本人として初めて献花・寄付
（右）2001年、日中戦争勃発の地、中国北京郊外盧溝橋「抗日戦争記念館」にて献花、寄付

（左）2009年、第二次世界大戦で2000万人が亡くなったロシアのウラジオス
トック・ハバロフスクの慰霊碑、シベリア慰霊平和公苑日本人墓地を22名で
訪問・献花

（右）2019年、ベルタ・フォン・ズットナー像作者、芸術家・国際弁護士のイング
リッド・ロレマ氏と合流、アウシュヴィッツ強制収容所跡地、ワルシャワ蜂起記
念碑等を慰霊訪問

2005年、米国アリゾナ記念館『平和祈念式典』で小松昭夫社長が献花・寄付（右上）
2017年、39人の訪問団で再訪、名誉団長　小松千恵子氏が真珠湾攻撃生存者の元兵士
アルフレッド　Ｂ・Ｋ・ロドリゲス氏と握手、趣意書を発表

2014年、8月1日水の日、松江市八雲町・日吉親水公園での周藤彌兵衛
翁銅像（米国製青銅、小松電機産業寄贈）建立除幕式。燕趙園の孔子・
孟子像と同じ、松江歩兵第63連隊の兵士が多数戦死した中国山東省
の台児荘で制作

2021年2月22日「第0回 平和・環境・健康は一つ　国際
Zoomシンポジウム」を小松電機「太陽ホール」を起点に開
催。国内外から29人の講演者がスピーチ




